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■指針の構成 

本指針は、区民の貴重な財産である公園

の緑を適正につくり、守り、育てていくた

めに、管理者と区民が共有すべき基本的な

考え方を、「足立区緑の基本計画（平成 19

年 3 月）」に基づき一つにまとめたものです。 

本指針は右図に示す７章で構成し、足立

区の置かれている緑の現状把握、将来に向

けた望ましい公園の緑の姿、及び、公園の

緑を守り・つくるためのさまざまな方策を

広く網羅した形となるように努めました。 
 

■指針の使い方 

本指針では、足立区の望ましい公園の緑

のあり方を「標準モデル」として示してい

ます。新しく公園をつくる場合や新たに樹

木を植栽する場合は、本指針を参考に標準モデルに沿った植樹計画を行ってください。 

また、標準モデルに沿わない既存の公園の樹木も、将来的には「標準モデル」を目標とした望ましい形に

変えていく必要があります。しかし、これを実行していくには以下のような課題があります。 

① 公園の樹木の中には、区民の貴重な緑の資産として残し、継承していくことが求められる樹木が多

く含まれている。 

② 標準モデルに合う形に一度に多くの樹木を更新してしまうと、大きな樹木が失われ、足立区の現在

の緑の量を回復するのに多くの時間を必要とする。 

③ 維持管理にかかる費用を負担する財源には限りがある。 
 
既存の公園樹木の維持管理においては、以下を念頭に本指針の運用を図ってください。 

 

 

 

 

 

１．公園が担う緑の役割 

足立区では市街地の発展に伴い、地球環境の保全・改善、都市の安全性の向上、健康の維持・増進、景観、

心理的効果などのさまざまな緑の効果・効用がますます重要なものとなっていますが、一方で、「落ち葉」、「害

虫」、「鳥害」、「日照阻害」などの苦情や防犯上の不安などの課題がクローズアップされ、緑の維持が難しい

状況にあります。このような中で、公園は、足立区の緑の中心的役割を担うとともに、大切な緑を将来にわ

たり継続して支える重要な役割を担っています。

● 地域の貴重な共有財産として、樹木を残す努力が必要です。 

● 標準モデルに沿った更新は、長期的視野に立って、優先順位をつけて実施すること

が必要です。 
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２．公園の緑の現状と課題 

「足立区緑の保護育成条例」によって、公園の緑化基準は

樹木被覆率 45％の達成が定められていますが、現状では、

基準を達成している公園は約半数に留まっており、今ある樹

木を守り育てるとともに、今後も、公園の樹木被覆率を増や

す努力が求められています。 

また、都市部の公園では、公園の樹木とわたしたち人とが

共存できるように、公園の樹木のかかえる様々な課題や公園

の多様なニーズに対応した維持管理が必要です。 
 身近に自然を感じることのできる、大きな樹

木に囲まれた公園（あいぐみ緑地公園）  
 
 

３．公園の緑の守り方・つくり方 

足立区では、「緑の基本計画」に示す緑の将来像としての『のびのび樹木 すくすく草花 きらきら水面（み

なも） いきいきあだちづくり』を実現するため、公園の緑についても、緑を質、量ともに向上させる取り

組みを進めます。 

「緑の質と量の充実」には、大きく健全な樹木を育て、保全していくことが基本です。そのため、本指針

では、以下を公園樹木維持管理の基本理念とします。 
 

今ある公園の樹木を、区民の貴重な財産として適正に守り育てる 
 
「公園の緑を守り・つくる」検討の手順は、次頁の図に示すとおりです。 

●緑の不足する公園では、植樹を行い樹木被覆率を高める取り組みを行います。 

●今ある樹木、新たに植栽する樹木は、維持管理を通してより質の高い緑として将来に継承して

いきます。 

また、植樹を行うには、公園のどのような場所にどのような樹木が必要なのかを知る必要があります。質

の高い緑を維持していくためにも、各々の場所に応じた望ましい樹木のあり方を知ることが必要です。 

このため、本指針では足立区の「公園植樹の基準となる考え方」を示しました。 
 

 

① 「植栽の基本的配置」：公園の緑の量の充実を図るための目安 

公園植樹の基準となる考え方 

② 「植樹の標準モデル」：公園の各々の場所における望ましい植樹のあり方とそのための管 

           理の方針 

 

●公園の新設や拡張により新たに植樹を行う場合は「公園植樹の基準となる考え方」に沿って植 

樹計画を立てます。 

●既存の公園の樹木を管理する場合は、「公園植樹の基準となる考え方」と照らし合わせて、既

存の樹木をどのように管理していくことが望ましいのか、維持管理の計画を検討します。 

 

しかし、既存の樹木には標準モデルに沿わないものも多くあります。それらの樹木を守り育てていくため

には、地域の理解と協力が欠かせません。緑を愛する人づくり、仕組みづくりや、緑に関心を持ってもらう

ための普及啓発など、協働で緑を育む取り組みを進めていく必要があります。 
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「公園の緑を守り・つくる」
検討の手順

植栽の基本的配置 

●足立区の公園の緑は、「外周植栽」・「内部植栽」・「施設周りの植栽」の全てが適切に配置されている 

ことを基本とします。 

 

スポーツ施設周りのフェン

スの景観調和を図る植栽

緑陰の高い遊びの場

をつくる内部植栽

広場の修景、緑陰を高め

る広場周りの植栽 

学校との境界とな

る外周の植栽

歩道に面した

外周の植栽 

駐車場と園地を分離し、公園利

用の安全性を高める植栽 
 

憩い・散策の空間をつ

くる内部植栽  

 

 

 

 

 身近な自然に親しむ疎

林をつくる内部植栽
 

 建物周りの景観調

和を図る植栽 
 

 エントランスを印象

付ける内部植栽 
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ここでは、外周植栽を例に示します。 

外周植栽に求められる植栽機能や目標とする植栽形態は、隣接する土地利

用の状況に応じて異なります。本指針では、隣接地の土地利用別に植樹の標準モデルを設定しました。 

下表は土地利用に応じて求められる植栽機能と植樹及び管理における配慮事項を整理し、それぞれに適し

た植樹の考えかたを示したものです。 

内部植栽・施設周りの植栽についても、同様に標準モデルを設定しました。 

 

外周植栽の機能と植樹の標準モデルの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）タイプＡ‐②の は、植樹間隔を十分に広くとるなど、見通しに配慮して配置する。 
（
●
） 

植樹の標準モデル 
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外周植栽 －標準モデル（抜粋）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A‐① 

B‐② 

A‐① 
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４．樹木の維持管理 

公園樹木などの維持管理にあたっては、

時間をかけて標準モデルに沿った植栽に改

善していくことを念頭におきながら、これまで地域に見守られ育まれてきた

樹木などについて、今後も大切に守り育てていくという意識を地域や利用者

と共有し、取り組んでいきます。 

基本的な考え方 安全・安心な公園の提供 

快 適 な 公 園 の 提 供 

効 率 的 な 作 業 

環 境 へ の 配 慮 

また、維持管理にあたっては、右に示す４つを基本的な考え方として、個々

の作業を実施していきます。 

 

 

維持管理の実施にあたっては、公園ごとにさまざまに条件が異なるため、既存樹木の状況や周辺環境、公

園の利用状況などを考慮し、各公園で個別に検討を行います。 

樹木の維持管理の考え方には、大きくは次の３つがあり、維持管理の目的によって必要な管理作業の内容

が異なります。 

① 既存樹木の現状維持を目的とした維持管理 

樹木の生育環境の保全が管理の主な対象となります。日照や風通しを良くするための枝葉密度の調

整、樹木を樹木本来の美しい形に保つための徒長枝の剪定、病虫害の防除、施肥などが主な作業とし

てあげられます。 

② 既存樹木の問題点改善を目的とした維持管理 

越境や日照阻害など隣接地への障害を生じている樹木や、公園施設の利用障害となっている樹木、

あるいは十分な植栽機能が発揮できていない樹木などは、標準モデルに沿って望ましい形態へ変えて

いく必要があります。このような場合は、剪定による樹形調整、間伐・補植などによる密度調整や移

植などの作業を行います。ただし、問題点改善のための維持管理作業は、一度に行うのではなく、時

間をかけて徐々に望ましい形へ近づけていきます。 

③ 良好に樹木を育成するための維持管理 

樹木の生長に合わせて維持管理内容を検討します。樹木が、植栽時に想定した目標形態となるよう、

樹形を調整しながら樹木の育成を図っていきます。 

 

樹木維持管理の作業は、次の７つが基本となります。 

 

維持管理の計画 

維持管理の手法 

  【目的】①樹木それぞれの持つ固有の美観を高める。 

       ②樹冠内の日照や風通しを確保し、樹木の健全な育成を図る。 

       ③樹木の生長をコントロールする。 

       ④病虫害の発生を予防する。 

       ⑤障害となる部分の切除や枝折れを防ぐなど、事故防止を図る。 

【実施手法】 

・自然樹形で大きく育てる ⇒ 枝抜剪定で樹形を調整しながら育てます。 

・現 状 樹 形 を 維 持 す る ⇒ 切返剪定を継続的に行います。 

・樹形をコンパクトにする ⇒ 切詰剪定を中心に樹形を調整します。 

・樹 形 を 作 り 直 す ⇒ 切詰剪定、枝おろし剪定等で枝を作り直します。 

① 剪定・刈込 
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  【目的】 主に、樹木の良好な育成を目的とした密度管理を行う。 
 
【実施手法】 ・適正な樹木の間隔・密度は標準モデルを参考とします。 

② 間   伐 

       ・間伐の対象木の選別は次の指標を参考とします。 
① 大きく育てたい樹木の障害となる樹木 
② 公園利用や隣接地への障害となっている樹木 
③ 植栽の目的に合わない樹木 
④ 枯損木・衰弱した樹木・病虫害木 
⑤ 傾倒木 

 

 

 

 

 

 

  【目的】 主に、植栽の目的に合った良好な植栽地の状態の維持を図る。 
 
【実施手法】 ・周辺の既存樹木との調和を図ります。 
       ・植栽の目的に合った樹種を選定します。 
       ・植栽環境に適合し良好に生育できる樹木を選定します。 

③ 補   植 

       ・可能な限り、伐採対象とする樹木の有効利用を検討します。 

 

 

 

 

 

  【目的】 主に障害となっている樹木や、植栽場所の条件に合わない樹木を適

切な場所に移し、樹木の健全な育成を図る。 
 
【実施手法】 ・樹種や樹木の状態を調べ、移植が可能かどうか検討します。 

④ 移   植 

       ・植替え時の活着を容易にするために根回しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

【実施手法】 ・巡回点検で早期発見に努め、発生枝や罹病部を切除し処分する初

期期防除を基本とします。 
       ・初期防除による対応が困難な場合に限り公園利用者や近隣住民、

いろいろな生き物に与える影響を最小限に留めるよう、充分配慮し

て農薬散布を行います。 

  【目的】 病虫害を早期に発見し、被害の拡大を防ぐとともに、発生が確認さ

れたら速やかに防除し、被害を最小限に抑える。 
 

⑤ 病虫害防除 

 

 

 

 

  【目的】 樹木の美観を保持（花を咲かせる、葉を茂らせる）し、病虫害に対

する抵抗力を促進する。 

⑥ 施   肥 

 
【実施手法】 ・必要に応じ、症状に適した施肥を行います。 

 

 

 

 

 

  【目的】 樹木の生育に適さない土壌を、水分・空気・養分を根に供給できる

ように改良し、樹木の生育に適した基盤とする。 
 
【実施手法】 ・樹木が十分に根を張ることのできる植栽スペースを確保します。

       ・土壌の状態に応じて、客土・土壌改良材の混合・水はけの改良な

どを行います。 

⑦ 基 盤 改 良 

 

 緑のリサイクル 
 

■ 剪定枝：公園などの維持管理で発生した剪定枝は全てチップに加工し、園路や広場などへの敷きならし

やクッション材、土壌改良材などとして緑のリサイクルを進めています。 
 
■ 落ち葉：落ち葉は、植込みや公園柵を利用した落ち葉の捕捉を検討するとともに、秋期の落ち葉につい

ては、腐葉土の原材料として活用を進めています。 
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５．その他の緑の維持管理 

■ 芝生・草地管理 

芝生・草地には、さまざまな機能や利用目的があります。芝生・草地の管理は利用目的に応じて異なる

ため、芝生・草地の利用目的を考慮して必要な管理作業や作業の実施方法を検討します。 

■ ビオトープ管理 

ビオトープ管理では、ビオトープをどのように利用したいか、どのような生き物を呼び込みたいかなど、

目標とするビオトープの姿を定め、目標に沿った計画的な管理に努めます。また、定期的にモニタリング

調査を実施し、ビオトープの状況に合わせて随時、管理作業の内容を見直すことが重要です。 

■ 草花の管理 

花そのものの美しさを高めるとともに展示効果に配慮し、鑑賞価値の向上を図ります。花壇管理の作業

は、定期的に巡回し、草花の生育状況や花壇の様子を観察し、適切に対応することが必要です。 

■「植栽に特色のある公園」の管理 

特徴のある植栽や景観を公園の顔として区民に広く親しまれている公園では、特色となっている樹木、

草花、草地、水辺などのさまざまな景観的要素、歴史的風物を、一定の水準で維持し、継承していくこと

に努めます。 

 

６．植樹が困難な場所における公園の緑の考え方 

公園等の緑化基準 
公  園 樹木被覆率 ４５％ 以上 

緑  地 樹木被覆率 ６０％ 以上 

児童遊園 樹木被覆率 ３０％ 以上 

「足立区緑の保護育成条例」（S.51.7.10）第 19 条第１項の規定により、公園の緑化は表の緑化基準を満

たすことが定められています。しかし、公園には、上記条例の施行前に築造されたもの、花壇や芝生広場な

ど樹木以外の植物による緑化の効果を目的とした植栽、日本庭園のように独自の景観を作ることを目的とし

た植栽などがあり、基準を満たすことが困難な場合があります。 

植樹が困難な場所での公園の緑を、緑化基準に沿ってどのよう

に増やしていくか、今後、検討を進めていく必要があります。 
 

７．協働による維持管理 

日暮里・舎人ライナー沿線花の散歩路・東
コースでの協働による花壇づくりの様子 

今ある緑を守り、大きく育てるとともに、公園の緑を増やしてい

くためには、区と区民、事業者などが協働で緑を育む仕組みの充実が

不可欠です。足立区では、「協働で育むための仕組みづくり」として、

以下の方針に基づいた取り組みを行っています。 

●区民・事業者等が参加する緑に関わる活動に対する支援 

●緑を介した協働の仕組みづくり 

今後は、これまでに区民の皆さんとともに培ってきた実績を活か

し、活動のさらなる充実を図るとともに、それらを支援する新たな取

り組みの検討を進めていきます。 
 

 
 公園の協働による管理の事例：公園等の自主管理・公園等内花壇の自主管理 

【協働で緑を育む取り組みの事例】

その他の協働の事例    ：「緑の協力員」・「緑の協定」・「足立区の保存樹を守る会」・「日暮里・舎人

ライナー沿線花の散歩路」・「青井バラのまちづくり」・「足立区ふるさと桜

オーナー制度」 

 

 

今後は、公園の緑の維持管理計画や公園の新設・改良時に本指針を反映することで、緑の量と質の向上に向けて取り組んで
いきます。また、学校や道路などの施設の緑についても、それぞれの維持管理の参考となるよう提供していくほか、ホームペ
ージなどで公開して住民の皆さんに理解と協力をいただきながら、協働して緑を育てていくための手引きとして活用していき
ます。  
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